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二
〇
一
八
年
度
の
法
人
全
体
の
事
業
収
益
（
介
護
報
酬
・

支
援
費
収
入
等
福
祉
事
業
の
総
収
入
）
は
十
一
億
一
千
万

円
、
対
前
年
度
比
三
千
九
七
八
万
円
の
増
（
別
表
参
照
）

事
業
収
益
は
毎
年
度
増
額
を
続
け
て
い
る
。
事
業
収
益
が

増
額
を
続
け
て
い
る
事
は
順
調
な
経
営
の
証
で
あ
る
が
、

大
き
な
要
因
の
ひ
と
つ
は
、
施
設
の
新
設
が
相
次
い
だ
こ

と
（
十
七
年
度
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
き
じ
ょ
か
、
十
八
年
度

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
つ
つ
じ
苑
）
ち
な
み
に
十
八
年
度
開
所

の
つ
つ
じ
苑
の
収
益
が
三
千
三
十
八
万
円
。
法
人
全
体
の
収

益
増
額
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
。
こ
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
収
益

は
前
年
度
並
み
と
な
る
。

　

一
方
、
費
用
は
十
億
六
千
四
六
四
万
円
、
対
前
年
度
比

六
千
五
五
七
万
円
の
大
幅
増
額
。
別
表
に
表
わ
さ
れ
て

い
な
い
が
、
費
用
増
の
要
因
は
人
件
費
の
大
幅
増
。
費

用
の
内
、
七
億
八
千
〇
三
六
万
円
は
人
件
費
が
占
め
る

（
七
十
・
七
％
）
人
件
費
の
対
前
年
度
比
は
六
千
三
六
五
万

円
の
増
。
費
用
全
体
の
増
額
に
匹
敵
す
る
。

　

そ
の
結
果
、
収
支
差
額
（
収
益
か
ら
費
用
を
差
引
い
た

利
益
相
当
額
）
は
四
千
五
三
七
万
円
と
な
っ
て
、
対
前
年

度
比
二
千
五
七
九
万
円
大
幅
減
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
収
支
差
額
の
大
幅
減
は
経
営
の
不
調
に
起
因

す
る
も
の
で
は
な
い
。
利
益
の
多
く
の
部
分
を
職
員
処
遇
の

ア
ッ
プ
に
当
て
た
結
果
に
よ
る
。
ち
な
み
に
前
年
度
ま
で
は

な
か
っ
た
期
末
手
当
（
ひ
と
り
当
り
平
均
八
万
円
）
だ
け

で
も
一
千
三
〇
三
万
円
、
そ
の
ほ
か
基
本
給
底
上
げ
、
正

職
、
準
正
職
、
臨
時
職
の
格
差
縮
小
な
ど
職
員
処
遇
の　

改
善
が
な
さ
れ
た
。

（
仲
本
　
一
夫
） 

拠点区分 項目
2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

法人本部
収益 20,000 0 660,000 150,000 200,000
費用 7,426,161 8,906,582 16,216,199 19,370,021 14,097,920
増減 △ 7,406,161 △ 8,906,582 △ 15,556,199 △ 19,220,021 △ 13,897,920

一心療護園
収益 272,910,320 276,874,891 281,637,580 294,527,567 295,538,582
費用 285,970,972 267,831,827 255,104,117 270,537,436 277,746,018
増減 △ 13,060,652 9,043,064 26,533,463 23,990,131 17,792,564

えすの里
収益 275,679,425 291,190,418 299,919,547 316,684,686 328,387,672
費用 245,316,337 245,563,481 250,409,995 253,902,993 280,471,088
増減 30,363,088 45,626,937 49,509,552 62,781,693 47,916,584

やんばるの家
収益 413,903,549 403,673,759 420,863,748 458,865,103 485,885,584
費用 382,816,770 407,625,057 393,357,638 455,253,532 492,325,823
増減 31,086,779 △ 3,951,298 27,506,110 3,611,571 △ 6,440,239

合　計

収益 962,513,294 971,739,068 1,003,080,875 1,070,227,356 1,110,011,838
（内部取引） △ 3,996,720 △ 4,405,725 △ 4,357,032 △ 5,306,950

962,513,294 967,742,348 998,675,150 1,065,870,324 1,104,704,888
費用 921,530,240 929,926,947 915,087,949 999,063,982 1,064,640,849

（内部取引） △ 3,996,720 △ 4,405,725 △ 4,357,032 △ 5,306,950
921,530,240 925,930,227 910,682,224 994,706,950 1,059,333,899

増減 40,983,054 41,812,121 87,992,926 71,163,374 45,370,989

（別表）
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一 心 福 祉 会
平成３0年度  決算報告
貸　借　対　照　表　（平成30年度総括）

平成31年３月31日　現在
　（単位：円）

資 　 産　  の　  部 負 　 債　  の  　部

科　　　　　目 当  年  度  末 対前年度増減 科　　　　　目 当  年  度  末 対前年度増減

流 動 資 産 417,073,692 

 

流 動 負 債 132,988,808 

現 金 預 金 245,264,553 固 定 負 債 155,447,080 

未 収 金 他 171,809,139 負 債 の 部 合 計 288,435,888  

純　  資　  産 　 の 　 部

固　 定　 資　 産 2,212,6374,366 基 本 金 80,538,492  

基 本 財 産 1,305,444,826 国庫補助等特別積立金 736,197,495 

その他固定資産 907,192,540 そ の 他 積 立 金 617,690,000 

う ち 積 立 資 産 617,690,000 次期繰越活動増減差額 906,849,183 

純 資 産 の 部 合 計 2,341,275,170  

資 産 の 部 合 計 2,629,711,058 負債及び純資産の部合計 2,629,711,058  

　

六
月
十
五
日
に
開
か
れ
た

定
時
評
議
員
会
で
、
任
期
満

了
に
伴
う
次
期
理
事
の
改
選

案
が
協
議
可
決
さ
れ
た
。
池

原
浩
幸
・
大
城
克
也
・
平
良

健
の
三
課
長
が
退
任
、
新
た

に
宮
城
辰
志
（
一
心
療
護
園

嘱
託
医
）
金
城
英
與
（
や
ん

ば
る
の
家
嘱
託
医
）
平
良
文

子
（
元
や
ん
ば
る
の
家
施
設

長
）
が
理
事
に
新
任
さ
れ
た
。

　

同
日
、
理
事
会
が
開
か
れ
、

仲
本
一
夫
理
事
長
、
山
城
豊
常

務
理
事
は
再
任
さ
れ
た
。
ま

た
、
評
議
員
は
、
任
期
半
ば
な

が
ら
平
良
賴
夫
（
弁
護
士
）
が

申
出
に
よ
り
退
任
、
宮
城
辰
志

は
理
事
に
移
っ
た
為
、
新
た
に

平
良
政
代
（
大
宜
味
村
民
生
委

員
）
仲
嶺
久
美
子
（
東
村
高
江

区
長
）
の
二
氏
が
評
議
員
に
加

わ
っ
た
。
監
事
は
、
平
良
文
子

の
後
任
に
中
真
靖
（
社
会
福
祉

法
人
麗
峰
会
理
事
長
）
が
新
任

さ
れ
た
。

理 

事 

長

常
務
理
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

監
　
　
事

監
　
　
事

評 

議 

員

評 

議 

員

評 

議 

員

評 

議 

員

評 

議 

員

評 

議 

員

評 

議 

員

評 

議 

員

仲
　
本
　
一
　
夫

山
　
城
　
　
　
豊

金
　
城
　
英
　
子

新
　
城
　
靖
　
史

宮
　
城
　
辰
　
志

金
　
城
　
英
　
與

平
　
良
　
文
　
子

中
　
真
　
　
　
靖

緑
　
間
　
　
　
優

平
　
良
　
森
　
雄

山
　
口
　
栄
　
三

大
　
嶺
　
文
　
夫

平
　
良
　
長
　
利

大
　
嶺
　
　
　
優

島
　
田
　
哲
　
夫

平
　
良
　
政
　
代

仲
　
嶺
　
久
美
子

長年にわたり法人運営に

ご尽力いただきありがと

うございました。



（4）令和 元 年７月

　

一
心
療
護
園
で
は
、
五
月

二
十
六
日
、
家
族
会
総
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
役
員
改
正
の
年

で
、
数
人
の
入
れ
替
え
が
あ

り
新
会
長
に
上
間
久
明
氏

（
上
間
道
子
さ
ん
の
家
族
）
が

就
任
し
、
令
和
に
年
号
が
変

わ
り
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
す

る
中
、
こ
れ
か
ら
も
会
員
の

ご
協
力
の
下
職
員
共
々
「
利

用
者
様
に
よ
り
良
い
支
援
を

し
て
行
く
こ
と
」
と
誓
い
を

　

六
月
一
日
、
羽
地
に
あ
る

タ
ー
ブ
ク
へ
ド
ラ
イ
ブ
に
行

き
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
の
羽
地
は
、
稲

穂
が
田
ん
ぼ
を
埋
め
尽
く

し
、
一
面
若
草
色
の
絨
毯
を

敷
き
詰
め
て
い
る
よ
う
で
と

て
も
綺
麗
な
風
景
で
す
。
そ

れ
を
見
た
利
用
者
様
は
、「
こ

ん
な
に
凄
い
所
が
羽
地
に
も

あ
っ
た
ん
だ
ね
」
と
驚
き
、

す
ご
く
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

帰
り
道
は
、
伊
差
川
か
ら

呉
我
周
り
で
羽
地
内
海
を
通

る
と
、「
沖
縄
一
の
海
だ
ね
」

　

一
心
福
祉
会
・
第
一
回
衛

生
委
員
会
が
六
月
十
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

衛
生
委
員
会
で
は
、
労
働

者
の
健
康
障
害
を
防
止
す
る

た
め
の
対
策
や
健
康
増
進
を

図
る
た
め
の
対
策
、
労
働
災

害
の
衛
生
に
関
わ
る
も
の
に

お
い
て
の
再
発
防
止
策
な
ど

を
検
討
し
、
推
進
し
て
い
く

役
割
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

新
た
に
し
ま
し
た
。

　

総
会
議
終
了
後
、
昼
食
を

頂
き
な
が
ら
互
い
の
近
況
を

報
告
し
あ
い
和
気
合
い
合
い

と
懇
談
さ
れ
る
様
子
が
あ
ち

こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

と
更
に
喜
び
の
声
を
発
し
、

と
て
も
楽
し
い
ミ
ニ
ド
ラ
イ

ブ
に
な
り
ま
し
た
。

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
に

お
い
て
も
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。　

　

一
心
福
祉
会
・
衛
生
委
員

会
は
、
職
員
の
安
全
と
健
康

を
確
保
し
、
快
適
な
職
場
環

境
の
形
成
に
向
け
た
安
全
衛

生
活
動
を
全
て
の
職
員
と
共

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

一
心
療
護
園
で
は
、（
一
棟

～
三
棟
）
各
棟
ご
と
に
余
暇

支
援
に
つ
い
て
利
用
者
様
と

話
し
合
い
、
ド
ラ
イ
ブ
や
外

食
、
施
設
内
で
の
活
動
等
、

個
々
の
要
望
や
状
態
に
合
わ

せ
た
支
援
を
実
施
し
て
い
ま

す
。「
楽
し
か
っ
た
」「
良
か
っ

た
」
等
の
声
が
多
く
聞
か

れ
、
次
回
も
楽
し
み
し
て
い

る
様
子
で
す
。

お寿司お腹いっぱい食べて大満足羽地ターブクキレイだね～

肥後会長、長年お世話になりました（感謝）
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デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
六
月
の

余
暇
活
動
に
島
巡
り
と
し
て

田
嘉
里
入
り
口
の
ガ
ク
ア
ジ

サ
イ
を
見
学
し
ま
し
た
。
梅

雨
ら
し
く
雨
模
様
で
し
た

が
、
ア
ジ
サ
イ
が
き
れ
い
に

咲
い
て
い
た
お
か
げ
で
と
て

も
素
敵
な
ア
ジ
サ
イ
が
鑑
賞

で
き
ま
し
た
。
な
か
な
か
田

嘉
里
ま
で
行
く
こ
と
の
な
い

利
用
者
も
大
喜
び
で
見
学
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
帰
り
道
、
喜
如
嘉
や

大
兼
久
の
利
用
者
は
『
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
き
じ
ょ
か
』

に
立
ち
寄
り
、
以
前
は
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た

方
も
い
て
、
皆
さ
ん
久
々
の

再
会
に
感
動
の
涙
を
流
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
利
用
者
の
方

も
『
自
分
た
ち
で
会
い
に
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

と
て
も
嬉
し
い
。』
と
喜
ば
れ

て
お
り
、
再
会
を
目
の
当
た

り
に
し
た
職
員
も
も
ら
い
泣

き
を
し
ま
し
た
。
ま
た
機
会

が
あ
れ
ば
い
ろ
い
ろ
な
施
設

に
立
ち
寄
っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
毎
年

母
の
日
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

贈
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
女

性
の
利
用
者
全
員
に
扇
子
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
っ

た
利
用
者
は
早
速
、
マ
ダ
ム

や
貴
婦
人
の
よ
う
に
扇
子
で

風
を
送
り
な
が
ら
優
雅
に
会

話
を
さ
れ
て
、
み
ん
な
で
記

念
写
真
も
撮
影
し
ま
し
た
。

「
扇
子
も
い
い
わ
ね
。」
と
喜

び
、
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

来
年
も
ま
た
母
の
日
を
楽
し

み
に
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い

ね
。

ゆりてぃく会、民謡ショー
まいう～

おおぎみマダムの皆様ひがしマダムの皆様

デイサービス、雨にも負けず、あじさい見物

あじさい畑の前でピースサイン

　

五
月
十
五
日
母
の
日
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
地
域
で
活

動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
ゆ
り
て
ぃ
く
会
が
表
敬

訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
芋
の

時
代
他
四
～
五
曲
程
三
人
の

演
奏
者
が
三
味
線
や
三
板
等

の
楽
器
で
演
奏
し
歌
う
と
一

緒
に
な
っ
て
歌
っ
て
い
ま
し

た
。

　

豊
年
踊
り
の
曲
を
奏
で
春

子
先
生
が
席
を
ま
わ
る
と
、

椅
子
か
ら
立
ち
上
が
り
カ

チ
ャ
ー
シ
ー
を
踊
ら
れ
る
姿

　

六
月
八
日
に
父
の
日
イ
ベ

ン
ト
の
食
事
会
へ
掛
け
ま
し

た
。

　

食
事
へ
出
掛
け
る
一
週
間

前
に
利
用
者
さ
ん
へ
食
べ

た
い
も
の
を
聞
き
取
り
行

う
と
、｢

久
し
ぶ
り
に
ラ
ー

メ
ン
を
腹
い
っ
ぱ
い
た
べ
た

い
な
」
と
の
要
望
が
あ
っ
た

為
、
名
護
市
へ
ラ
ー
メ
ン
を

食
べ
に
出
か
け
ま
し
た
。「
久

し
ぶ
り
に
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ

る
事
が
出
来
て
し
あ
わ
せ
」

と
の
声
が
き
か
れ
満
足
し
た

様
子
で
し
た
。　

　
前
田
　
孝
人
　

も
見
ら
れ
と
て
も
楽
し
い
ひ

と
と
き
で
し
た
。

　
「
楽
し
か
っ
た
よ
」「
ま
た

来
て
ね
」
等
利
用
者
さ
ん
よ

り
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。
ゆ
り
て
ぃ
く
会
の
皆
様

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 
つ
つ
じ
苑
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た
。
せ
っ
か
く
連
れ
て
帰
っ
て

き
た
の
に
悲
し
か
っ
た
で
す
。

そ
の
後
、
子
供
た
ち
が
次
々
に

で
き
ま
し
た
。　

　

私
は
農
業
を
し
た
こ
と
は
な

か
っ
た
が
夫
は
病
弱
だ
っ
た
の

で
、
慣
れ
な
い
畑
仕
事
を
し
ま

し
た
。
田
植
え
で
は
苗
が
足
り

な
く
て
他
の
方
の
余
っ
た
苗
を

も
ら
い
に
行
っ
て
植
え
付
け
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

つ
ら
か
っ
た
で
す
。

　

夫
の
両
親
や
妹
た
ち
も
一
緒

に
住
ん
で
い
た
の
で
大
家
族
で

し
た
。
義
父
は
大
工
だ
っ
た
の

で
、
生
活
を
支
え
て
く
れ
て
、

夫
は
区
長
や
売
店
の
主
任
を
し

て
い
ま
し
た
。
私
が
畑
に
出
て

い
ま
し
た
。
四
十
代
の
頃
に
パ

イ
ン
畑
で
ハ
ブ
に
二
回
噛
ま
れ

ま
し
た
。
消
毒
す
れ
ば
ハ
ブ
は

い
な
く
な
っ
た
は
ず
だ
が
、
人

を
頼
ん
で
ま
で
は
で
き
な
か
っ

た
。
生
活
す
る
の
で
精
い
っ
ぱ

い
で
余
裕
は
な
か
っ
た
で
す
。

　

家
族
が
そ
ろ
っ
て
、
満
月
の

夜
は
外
に
出
て
月
を
眺
め
る
の

が
楽
し
か
っ
た
で
す
。
那
覇
の

親
も
こ
ち
ら
の
事
情
は
よ
く
わ

か
っ
て
い
た
の
で
、
な
か
な
か

会
え
な
か
っ
た
で
す
が
那
覇
に

帰
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
な

か
っ
た
で
す
。

　

今
は
長
男
夫
婦
と
一
緒
に
暮

ら
せ
て
何
の
不
自
由
も
な
く
幸

せ
で
す
。
見
晴
ら
し
が
よ
く
空

気
の
良
い
東
村
で
よ
か
っ
た
で

す
。

　

実
家
は
那
覇
で
海
人
で
し
た

の
で
魚
を
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
よ

く
食
べ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
か

足
腰
が
強
く
九
十
五
歳
ま
で
何

の
薬
も
飲
ん
で
な
く
病
気
ら
し

い
病
気
も
し
た
こ
と
が
無
か
っ

た
で
す
。
今
は
デ
イ
サ
ー
ビ
や

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
が
楽
し
み
で

す
。
八
十
五
歳
の
時
に
孫
の
卒

業
式
出
席
の
た
め
ア
メ
リ
カ
旅

行
に
行
き
ま
し
た
。
埼
玉
に
娘

が
い
る
の
で
今
年
も
家
族
で
会

い
に
行
き
ま
し
た
。
と
て
も
幸

せ
で
す
。

　

本
人
・
娘
さ
ん
に
聞
き
取
り

　人生はたった一度と言われますが、その人の歩んだ人生は唯一
のもの。その貴重な体験を「私のヒストリー」（ライフヒストリー）
と題してご紹介する企画です。

　
東
村
平
良
在
住

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

　
　
　
親
泊
　
ト
ミ
さ
ん(

98
歳
）

今年も東京へ行きました

いつも笑顔で診察

利用者代表から花束を受ける知念先生

　

生
ま
れ
は
那
覇
の
垣
花
で

す
。
大
阪
で
沖
縄
出
身
の
夫
と

出
会
い
ま
し
た
。
結
婚
し
て
息

子
が
で
き
そ
の
後
、
夫
の
ふ
る

さ
と
の
東
村
に
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
子
が
ま
だ
、
タ
ン

カ
ー
（
一
歳
）
な
ら
な
い
こ
ろ

に
マ
ラ
リ
ア
で
亡
く
な
り
ま
し

か
な
が
ら
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い

ま
し
た
。
利
用
者
、
施
設
長
よ

り
花
束
贈
呈
理
事
長
よ
り
感
謝

状
贈
呈
、
こ
れ
ま
で
お
世
話
に

な
っ
た
看
護
師
よ
り
感
謝
の
盾

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

知
念
先
生
よ
り
お
礼
の
言
葉

と
利
用
者
、
職
員
へ
『
デ
ン

サ
ー
節
』
の
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
頂
き
ま
し
た
。

　

二
十
年
余
、
利
用
者
を
診
て

い
た
だ
き
本
当
に
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

平
成
十
年

十
月
開
所
当

初
か
ら
や
ん

ば
る
の
家
、
嘱

託
医
と
し
て
お

世
話
に
な
っ
た

大
宮
医
院
の
知

念
義
和
先
生
の

訪
問
診
療
が
五

月
二
十
九
日
を

持
っ
て
終
了
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、

多
く
の
入
所
者

の
健
康
を
支
え

て
下
さ
っ
た
知

念
先
生
へ
感
謝

の
気
持
ち
を
込

め
、
さ
さ
や
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五
月
二
十
日
～
五

月
二
十
二
日
に
か
け

強
度
行
動
障
害
養
成

研
修
（
基
礎
・
実
践

研
修
）
に
参
加
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　

講
義
だ
け
で
は
な

く
実
践
報
告
や
事
例

演
習
を
取
り
組
む
こ

と
に
よ
り
、
研
修
参

加
者
が
強
度
・
行

動
障
害
の
あ
る
人

と
そ
の
支
援
者
に
基

礎
的
な
知
識
と
技
術

を
目
的
と
し
た
研
修

で
し
た
。
特
に
関
心

が
も
て
た
事
は
、
支

援
の
進
み
方
の
基
本

で
す
。
支
援
を
始
め

た
ば
か
り
の
新
人
で

も
、
ベ
テ
ラ
ン
で
も

指
導
的
な
役
割
を
果

た
す
人
に
と
っ
て
の

共
通
す
る
事
だ
そ
う

で
す
。
一
つ
目
は
、

事
前
に
し
っ
か
り
と

情
報
収
集
を
す
る

事
。
二
つ
目
に
、
情
報
か
ら
実

際
の
支
援
場
面
を
推
測
し
、
や

る
べ
き
事
（
や
ら
な
い
事
）
を

明
確
に
す
る
。
三
つ
目
は
、
計

画
通
り
支
援
を
実
施
し
、
自
ら

の
支
援
を
振
り
返
り
簡
潔
に
記

録
を
ま
と
め
た
方
が
良
い
と
の

事
で
し
た
。
三
日
間
の
研
修
で

あ
り
ま
し
た
が
、
強
度
行
動
障

害
の
基
礎
を
学
ぶ
事
が
出
来
、

研
修
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
え
す
の
里
　
照
屋
　
芳
直
　 

　

施
設
利
用

者
球
技
大

会
に
向
け
て

六
月
二
十
八

日
に
開
催

さ
れ
る
第

二
十
四
回
沖

縄
県
施
設
利

用
者
球
技
大

会
（
テ
ィ
ー

ボ
ー
ル
）
に

向
け
、
日
々

練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。

昨
年
は
台
風

に
よ
り
中
止

と
な
り
ま
し

た
が
、
そ
の

う
っ
ぷ
ん
を
晴
ら
す
か
の
よ
う

に
皆
気
合
十
分
で
す
。

　

一
回
戦
の
相
手
は
「
た
ま

ん
」
強
敵
で
す
が
、
チ
ー
ム
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

就
労
セ
ン
タ
ー
も
、
二
年
前

の
リ
ベ
ン
ジ
に
向
け
ク
ラ
ブ

活
動
を
活
用
し
て
実
践
を
想
定

し
た
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
目
差
す
は
ラ
イ
バ
ル
チ
ー

ム
を
破
っ
て
の
「
優
勝
」
で

す
。
大
会
結
果
を
お
楽
し
み
に

に
！

チーム一丸で「楽しみます」優勝めざしてがんばります。

　

一
心
福
祉
会
が
事
業
計
画
に
掲
げ
て
い
る
地
域
貢

献
活
動
を
、
六
月
十
日
に
大
宜
味
村
商
工
会
の
主
催

す
る
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
賛
同
し
、
休
日
の
職

員
含
む
四
十
一
名
の
多
く
の
職
員
に
加
え
、
就
労
セ

ン
タ
ー
え
す
の
里
利
用
者
四
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
　

海
浜
清
掃
も
回
を
重
ね
、
手
馴
れ
た
様
子
で
ゴ
ミ

を
拾
い
集
め
、
清
掃
後
の
集
積
さ
れ
た
多
数
の
ゴ
ミ

袋
を
前
に
し
て
心
地
よ
い
達
成
感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

午
前
中
は
大
雨
で
し
た
が
、
清
掃
前
に
は
雨
も
あ
が

り
良
い
汗
を
流
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
海
浜
清
掃
に
先
だ

ち
、
村
内
喜
如
嘉
老
人
宅
の

草
刈
作
業
を
、
大
宜
味
村
社

協
よ
り
依
頼
を
う
け
、
五
月

二
十
四
日
に
実
施
し
ま
し

た
。
作
業
後
に
住
人
の
方
か

ら
お
礼
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
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